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研究成果の概要（和文）：本研究は、年間約2500万人(2016年度）を超える日本への外国人旅行者の日本滞在に
伴う病気の予防や日本の医療やケアの知識を分析し、情報提供をするためのツールとして、アニメゲームの開発
を目的とした。そのために、成田空港において外国人旅行者の日本滞在に伴う病気の予防や日本の医療やケアの
知識を明らかにし、外国人のケアにたけている日本の病院側の外国人患者の知識に対するニーズを明らかにし、
アニメゲーム（Sa-chan Game）の開発を行った。今後は、更なる情報提供の内容についてのアップデートとその
効果の検証や滞在目的に合わせた情報提供が必要になるという示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：We invited 265 international visitors, 241 (91%) of whom completed the 
questionnaire at Narita International airport. Most of them had no knowledge of the Japanese health 
information prior to their arrival in Japan. The level of anxiety about health services in Japan was
 significantly reduced in watched Mari Info Japan. We recruited 111 nurses at an international 
hospital in Japan. We analyzed 83 (74.8 %) who completed questionnaire. Watching Mari Info Japan was
 more effective in reducing anxiety to care for international visitors among the nurses, compared 
with reading a standard guidebook. We interviewed six nurses more thoroughly to discern further 
details on taking care of international visitors. 
 From those integrated results, we created a digital information-game about health, lifestyle, and 
culture in Japan, named Sa-chan Game. The pilot test of the game was well suited for international 
visitors to Japan. However, we need to continue research on providing improved information.
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１．研究開始当初の背景 
わが国は，外国人旅行者推進戦略により，

2008年の外国人観光客が約 915万人と過去
最高を記録し，外国人在住者も人口の 1.7％
を占める．さらに 2013年上半期は，過去最
高を記録しており，今後もオリンピックに
向けて増加の一途をたどると予測される．
その外国人旅行者の多くは 1カ月間程度日
本に滞在し，10人のうち 5人が体調を崩し，
1人は病院を受診している． 
問題としてあがるのは，(1）日本の医療
や保険のシステムがわからず，不安又は支
払いが困難なための医療費の滞納． (2)ガ
イドブックの日本のヘルス情報は半ページ
程度．(3)言葉の問題で説明に時間を要する．
(4)ヨーロッパ圏のトラベルクリニック受
診は 20％程度で情報内容は不明瞭， (5)日
本食を楽しみに訪日し，すしや天ぷらの過
食，わさびを 1口で摂取，醤油をつけすぎ
るなどで口渇や腹痛．（6）竹林観光に短パ
ンとタンクトップで入り，全身蚊に噛まれ
て皮膚炎．（7）真夏の炎天下，日傘や帽子
を使用せず観光地を巡り，脱水や全身日焼
けで体調不良や発熱． 
これらの支援に，通訳等の必要性を指摘
されているが，現実的には多くの医療機関
で必死のジェスチャーなどで対応を迫られ
ている．さらに，日本滞在に伴う文化や気
候の違いに伴う病気予防の知識不足や日本
の医療システムへの戸惑い等に対する多言
語での対応も時間を要する．特に地方都市
では困難である．この対策に通訳以外の方
法が論じられていることは少ない． 
 
２．研究の目的 
本研究は，年間約 1000 万人(2012 年度)
にも及ぶ日本への外国人旅行者の日本滞在
に伴う病気の予防や日本の医療やケアの知
識を分析し，情報提供するためのツールと
して，アニメゲームの開発を目的としてい
る．そのために，(1)世界中からの外国人旅
行者の日本滞在に伴う病気の予防や日本の
医療やケアの知識を明らかにし，(2)ケアす
る病院側の外国人患者の知識に対するニー
ズを明らかにし，（3）両方のデータの分析，
検証をする．（4)成果発表からの評価を受け
る．(5) 日本滞在に伴う病気の予防とヘル
スプロモーション，日本の医療事情の知識
習得のための情報提供ツールとして，アニ
メゲームの開発を行った． 

 
３．研究の方法 
外国人と医療機関の調査は，プレテスト
から継続して，Mari Info Japanの介入調査
をもとにして，自記式質問紙と自由記述で
実施した．外国人は，先行研究でも行った
成田空港出発ターミナル内で調査を実施し
た．医療機関の調査は国際的な病院で実施

した．質問票の内容は，外国人へは，日本
での病気の予防や受診に伴うヘルス事情の
知識である．医療施設は外国人の日本での
病気の予防や受診にいたる不安やヘルス事
情の知識習得に伴う希望内容である．その
両方の調査の結果の分析と比較は，統計ソ
フトの JMP9.1，SPSS 21，言語分析ソフト
の Text Mining Studio 5.2を使用した．その
成果を学会・論文発表し，広く意見を仰い
だ．さらに，外国人向けに知識習得アニメ
ゲームプログラム開発を行った．開発後，
外国人患者とケア提供者の両方へゲームを
提供する試写会を開催し，ヒヤリングを実
施中である． 

 
４．研究成果 
本研究では，成田空港において 241名の外
国人旅行者の日本滞在に伴う病気の予防や
日本の医療やケアの知識を約 3分間の動画
（Mari Info Japan：図 1）を使用した介入調
査と STAI-Y, Mari Meter-Xと自由記述によ
り明らかにした．この結果，ほとんどの外
国人旅行者が日本のヘルス知識を持ってい
なかった．動画で，知識を得て不安が減少
していた．さらに外国人のケアにたけてい
る日本の国際病院の外国人患者の知識に対
するニーズを外国人ケアに関わっている
166名（83名×2回）の看護師に同じ方法で
明らかにした．この動画を見ることによる
結果は，外国人が知りたい情報に合わせた
知識を得て外国人ケアへの不安が軽減した．
A Mixed Method による介入後の看護師 6
名へのインタビューの結果から，日本らし
さを入れて訪日外国人の目に留まりやすく
するという意見が出された．これらを分析
して，その結果の統合から Web 上での調
査が可能なアニメゲーム（Sa-chan Game：
図 2）の開発を行った．この動画は，日本
でのヘルスプロモーションからヘルスの施
設案内まで含めて 20問とした．健康な人も
アクセスしたくなるような楽しみを含ませ
る目的で，すべて正解した場合は最後に金
メダルを掛けた Sa-chan が温泉につかって
いる画面を見ることができるように配慮し
た．また，正しい知識を得るために，問題
ごとに解説を入れた．今後は，更なる情報
提供の内容についてのアップデートとその
効果の検証や滞在目的に合わせた情報提供
が必要になるという示唆を得た． 
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